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平成25年度厚生科学研究費補助金（慢性の痛み対策 研究事業） 
分担研究年度終了報告書 

 

｢痛み｣に関する教育と情報提供システムの構築に関する研究 

分担研究課題：痛みに関する情報を統合する機関の整備と広報活動 
研究分担者 池本竜則 

愛知医科大学 運動療育センター 助教 

 

研究要旨 
「慢性の痛みを診療する医療体制の構築」のためには、医療者だけではなく、一般市民への教育も
重要であり、そのためには、痛みに関する学術情報を集約可能かつ、市民への情報発信も可能な機
関が必要であると考えられる。分担研究者らは、上記の目的と一致する痛み関連の NPO 法人を設立
した経緯があり、NPO 法人「いたみ医学研究情報センター」において、本主研究事業と連携するこ
とにより、痛み教育の広報活動を行った。平成25年度は、主研究により作成された資材を元に、「医
療者への教育」と「一般市民への教育」へ正しい痛みの知識を普及させる活動を行った。 

 

A．目的 

「慢性の痛みを診療する医療体制の構築」のため

には、医療者だけではなく、一般市民への教育も重

要であり、そのためには、痛みに関する学術情報を

集約可能な機関かつ、市民への情報発信も可能な機

関が必要であると考えられる。これまで本分担研究

では、主研究事業と連携することにより、慢性疼痛

に関して、科学的根拠に基づいた情報システムを発

信できる機関を設立し、その組織作りを行ってきた

（平成 23 年度～）。そこで今年度は、慢性の痛み

研究班員を組織の主メンバーとするNPOを組織母体

として、医療者への痛みの教育普及活動及び、一般

市民への痛みの教育活動を行うことを目的し、主研

究により作成された資材を元に、「医療者への教育」

と「一般国民への教育」へ正しい痛みの知識を普及

させる活動を行った。 

 

B．方法 

NPO 法人「いたみ医学研究情報センター」を組織

母体とし、医療者への教育は、医療者研修会として

年 2 回。市民への教育は、市民公開講座として年 3

回程度の開催を予定した。また、同時にＷｅｂホー

ムページを通じて、痛みのコンテンツを広報するた

め、更新情報を随時Ｕｐｄａｔｅできるシステムを

構築した。 

医療者研修会には、これまで主研究により作成さ

れた、医学・歯学・リハビリなどの教育コンテンツ

をもとに、これらの領域の医療者を対象とした研修

会をワークショップ形式で開催することとした。さ

らに、後半の開催では、複数の視点による痛みの評

価が必要になるというコンセプトに則り、多職種の

グループディスカッション形式によるワークショ

ップとし、同時に参加者の理解度試験を実施し、学

習効果についても検討した。 

市民公開講座では、原因や治療の確立されていな

い慢性疼痛として社会問題となっているＣＲＰＳ

（複合性局所疼痛症候群）などを題材として取り上

げ、ＣＲＰＳと診断されてからの治療経験などにつ

いて、痛みにどのように向き合うべきかを実際の患

者の立場から講演を行うこととした。また公開講座

の演者は、本研究班のメンバーにより選定すること

とした。 

 

C．結果 

① 医療者研修会の開催 

医療者研修会は、大都市圏（東京・大阪）にて、年

2回開催した。 

1)東京開催：慢性の痛みワークショップ① 

開催日時：H25年6月23日（日）10：00～15：00 

開催場所：東京都品川 京急第2ビル 

参加人員：53名 

 

2)大阪開催：慢性の痛みワークショップ② 

開催日時：H25年11月17日（日）10：00～15：00 

開催場所：大阪府 新大阪丸ビル 

参加人数：54名 

理解度試験の結果（20問）： 
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